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はじめに
　 ラ テ ン ア メ リ カ は そ の 歴 史 上、 欧 米 列 強 に よ る 植 民 地 支 配 の 傷 が 今 な お 残 っ
て い る 地 域 で あ る。 土 地 問 題 は、 こ う し た 帝 国 主 義 国 の 政 策 が 残 し た 負 の 遺 産
で あ り、 ラ テ ィ フ ン デ ィ オ (Latifundio) と 呼 ば れ る 大 土 地 所 有 と ミ ニ フ ン デ ィ オ
(Minifundio) と 呼 ば れ る 零 細 土 地 所 有 の 二 重 構 造 に よ っ て、 大 農 場 主 と 零 細 土 地
農 民 の 間 で 格 差 が 生 じ、 貧 困 が 拡 大 し て い る。 何 百 年 も 昔 の 制 度 の 影 響 に よ り、
現 在 も 多 く の 人 が 苦 し み 続 け て い る と い う こ の 事 実 に 私 は と て も 衝 撃 を 受 け た。
　 メ キ シ コ は 1910 年 に 始 ま る メ キ シ コ 革 命 を 通 し、 ラ テ ン ア メ リ カ 史 上 最 も 早
く、 最 も 強 力 に そ の 農 地 ・ 農 業 に 関 す る 改 革 を 行 な っ た 国 だ。 し か し、 土 地 を 平
等 に 分 配 す る こ と と、 全 て の 土 地 で 農 業 生 産 性 を 向 上 さ せ る こ と の 両 立 は 難 し
く、 ま た 政 府 の 農 業 政 策 の 方 針 の 移 り 変 わ り に よ り、 現 在 再 び 二 重 構 造 の 問 題 が
発 生 し て い る。 こ の よ う な 現 状 を 知 り、 私 は 過 去 の メ キ シ コ 農 地 改 革 が 当 時 の 農
民 に ど の よ う な 影 響 を も た ら し た の か、 そ の 改 革 は 農 業 問 題 に お け る 何 を 解 決 し
ど の よ う な 意 義 を 持 っ た と 言 え る か、 考 察 し た い と 考 え る に 至 っ た。 調 べ て み る
と、 改 革 に は い く つ か の 段 階 が あ っ た。 本 論 で は こ れ ら 一 連 の 改 革 に 対 す る 評 価
を 行 う こ と で、 解 決 さ れ た 問 題 と 残 さ れ た 問 題 を 確 認 し、 今 後 メ キ シ コ が 取 り 組
む べ き こ と を 明 ら か に し て い き た い と 思 う。
第 1 章　メキシコ革命に至るまで
　 古 く か ら ト ウ モ ロ コ シ や 豆 の 栽 培 を 中 心 と し て 農 耕 生 活 が 反 映 し た メ キ シ コ
は、1521 年 の ス ペ イ ン の 征 服 に よ り、 植 民 地 と な っ た。( 旺 文 社 　 世 界 史 辞 典 )
植 民 地 政 策 の 一 環 と し て 制 定 さ れ た 「ア シ エ ン ダ 制」 と は、 債 務 奴 隷 を 主 な 労 働
力 と し て 商 品 作 物 を 生 産 す る 大 農 場 経 営 の こ と で あ る が、 こ の 制 度 に お い て、 征
服 者 た ち は 先 住 民 イ ン デ ィ オ の 所 有 す る 土 地 の 略 奪 を 繰 り 返 し、 領 地 を 拡 大 し て
い っ た。 そ の 一 方 で、 土 地 を 奪 わ れ た 農 民 は 徐 々 に 零 細 化 し、 大 土 地 所 有 者 に 労
働 力 を 提 供 せ ざ る を 得 な く な り、 そ し て 過 酷 な 条 件 下 で の 労 働 を 強 い ら れ る よ う
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に な っ た。 こ の 制 度 に よ っ て 生 ま れ た 二 極 構 造 は、 そ の 後 20 世 紀 に 至 る ま で メ
キ シ コ 経 済 に 影 響 を 与 え る こ と と な っ た。( 染 田 　1999：62) つ ま り、 土 地 の 不
平 等 分 配 を 原 因 と す る 富 と 所 得 の 格 差 が 大 き な 問 題 と な っ て い た の で あ る。
　1910 年 11 月、 フ ラ ン シ ス コ・マ デ ロ (Francisco Madero) は メ キ シ コ に 自 由 と 民
主 主 義 を 浸 透 さ せ る べ く 革 命 を 起 こ し た。 彼 は 「サ ン ル イ ス 綱 領」 に お い て 農 地
問 題 に 対 す る 見 解 を 述 べ た が、 実 際 に 農 地 問 題 の 解 決 の た め に 積 極 的 に 行 動 す る
こ と は な か っ た。( 国 本 　1984：112) こ の マ デ ロ に い ち 早 く 反 旗 を 翻 し た の は、
イ ン デ ィ オ 出 身 の 農 民 で あ る エ ミ リ ア ー ノ ・ サ パ タ (Emiliano Zapata) で あ る。 サ
パ タ は、 土 地 改 革 の 徹 底 と イ ン デ ィ オ 共 有 地 の 復 活 を 柱 と し た 「ア ヤ ラ 綱 領」 を
発 表 し、 当 時 の 大 統 領 で あ る カ ラ ン サ の 政 策 に 大 き な 影 響 を 与 え た。
第 2 章　メキシコ革命に始まる諸政策とその評価
　 農 地 改 革 と は 通 常、 大 規 模 地 主 に 彼 ら の 土 地 所 有 権 あ る い は 使 用 権 を、 土 地 を
ほ ん の 少 し し か、 ま た は 全 く 持 た な い 耕 作 者 の た め に 再 分 配 さ せ る こ と を 指 す。
(OCDI 開 発 経 済 研 究 会 　1997：552) で は、 そ の 目 的 と は 何 で あ ろ う か。 第 １ に、
土 地 所 有 の 公 正 さ の 達 成 で あ る。 土 地 の 分 配 に あ ま り に も 格 差 が あ る 場 合 に は、
農 村 の 小 作 農 や 農 業 労 働 者 は 自 身 の 経 済 発 展 の 望 み が ほ と ん ど 持 て な い。 そ の た
め 大 土 地 を 分 割 し、 公 正 を 達 成 す る 必 要 が あ る。 第 ２ の 目 的 は、 農 業 生 産 性 の 向
上 で あ る。 零 細 農 民 の 多 く は 自 分 の 土 地 に 対 し て 深 い 愛 着 を 持 っ て い る。 農 地 改
革 に よ っ て 個 々 の 農 民 に 土 地 所 有 権 を 保 障 す る こ と で、 土 地 に 対 す る 愛 着 を 復 活
さ せ、 自 身 の 土 地 に 対 し て 労 働 ・ 投 資 イ ン セ ン テ ィ ブ を も た せ る こ と が 必 要 と さ
れ る。 こ の こ と が、 生 産 性 の 向 上 に つ な が る の で あ る。
1. ベ ヌ ス テ ィ ア ー ノ ・ カ ラ ン サ (Venustiano Carranza) の 政 権 期
　 メ キ シ コ 改 革 ( 特 に サ パ タ の ア ヤ ラ 綱 領 ) の 影 響 を 強 く 受 け た こ の 政 権 期 に は、
1920 年 に 「エ ヒ ー ド 法」 が 発 布 さ れ、 エ ヒ ー ド に 関 す る 事 項 が 正 式 に 確 定 し た。
す な わ ち、 収 用 さ れ た 土 地 は エ ヒ ー ド ( 分 譲 農 地 の こ と。 卑 属 一 名 へ の 相 続 を 除
き、 そ の 譲 渡 ・ 売 却 や 賃 貸、 担 保 化 は 禁 止 さ れ た。) と い う メ キ シ コ の 農 地 改 革
独 特 の 形 態 で 分 割 さ れ、 農 民 に 分 配 さ れ た。( 上 谷 　1998：148) し か し な が ら、
土 地 が 一 般 的 に 良 質 で は な く、 ま た 資 本 ・ 技 術 ・ 経 営 等 に 係 る 蓄 積 が な か っ た た
め、 農 業 生 産 向 上 へ の イ ン セ ン テ ィ ブ が あ っ て も、 運 営 は 困 難 で あ っ た。
2. ラ サ ロ ・ カ ル デ ナ ス (Lazaro Cardenas) の 政 権 期
　 農 地 改 革 の ク ラ イ マ ッ ク ス を 迎 え る こ の 時 代 に は、 そ れ ま で 改 革 が な さ れ て い
な か っ た 商 品 作 物 栽 培 地 域 に も 農 地 改 革 が 行 わ れ、 集 団 エ ヒ ー ド が 創 設 さ れ た。
集 団 エ ヒ ー ド と は、 複 数 の エ ヒ ダ タ リ オ ( エ ヒ ー ド の 土 地 を 受 け た 農 民 ) が 生 産
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の 共 同 を 含 む 共 同 経 営 を 行 う 形 態 の エ ヒ ー ド で あ る。( 石 井 　2003a：40) ま た
1936 年、 エ ヒ ー ド 農 民 を 対 象 と す る 公 的 金 融 機 関 で あ る 国 立 エ ヒ ー ド 信 用 銀 行
が 創 設 さ れ た。 同 行 は 農 業 経 営 に 財 政 面 で は 貢 献 し た が、 劣 悪 な 土 地 が 分 配 用 と
し て 用 意 さ れ た た め、 そ の 土 地 整 備 の た め に 経 営 的 な 問 題 が 残 っ た。
3. ア ビ ラ ・ カ マ ー チ ョ (Avila Camacho) の 政 権 期
　 第 二 次 世 界 大 戦 を 契 機 に、 農 業 部 門 に 外 資 獲 得 の た め の 輸 出 作 物 生 産 と い う 役
割 が 与 え ら れ た 1940 年 代、 メ キ シ コ 革 命 に よ っ て 生 ま れ た エ ヒ ー ド 制 度 は 徐 々
に 軽 視 さ れ 始 め、 か わ っ て 私 有 地 の 形 態 で の 小 土 地 所 有 が 政 府 に よ っ て 推 奨 さ れ
た。 こ の 小 土 地 所 有 は、 主 と し て、 綿 花 や 飼 料 な ど の 輸 出 換 金 作 物 を 産 出 す る 北
部 を 中 心 に 展 開 さ れ、 経 営 不 振 に 陥 っ た 零 細 農 の 土 地 を 買 い 上 げ た ネ オ ・ ラ テ ィ
フ ン デ ィ オ と 呼 ば れ る 新 た な 大 土 地 所 有 形 態 が 誕 生 し た。( 上 谷 　1998：152) 再
び 零 細 農 民 は 酷 使 さ れ る こ と と な っ た が、 一 方 で 農 業 部 門 に 対 す る 公 共 投 資 の 大
部 分 が 灌 漑 事 業 に 向 け ら れ た た め、 国 の 生 産 性 向 上 の た め に は 貢 献 し た と 言 え
る。
4. ロ ペ ス ・ マ テ オ ス (Lopez Mateos) の 政 権 期
　 分 配 す べ き 土 地 が 限 界 に 達 し て い た こ の 時 期、 農 地 改 革 の 質 的 転 換 を 図 る 「総
合 的 農 業 改 革」 が 行 わ れ た。 こ れ は、 融 資 ・ 価 格 保 証 ・ 技 術 革 新 を は じ め と す る
農 村 の 経 済 活 動 の 多 様 化、灌 漑・入 植 等 の 諸 措 置 の 総 合 的・計 画 的 適 用 で あ る。( 石
井 　2003a：44) ま た 基 礎 的 穀 物 の 公 定 価 格 の 設 定、 流 通 の 管 理 を 行 う 社 会 主 義
的 性 格 を 持 つ 「CONASUPO( 大 衆 消 費 物 資 供 給 公 社 )」 が 1961 年 に 設 立 さ れ、 経
営 的 シ ス テ ム の 構 築 に 貢 献 し た。
　
5. ル イ ス ・ エ チ ェ ベ リ ー ア (Luis Echeverria) の 政 権 期
　 こ の 時 代、 ネ オ ラ テ ィ フ ン デ ィ オ と 大 多 数 の エ ヒ ー ド 農 民 の 間 の 格 差 が 大 き な
問 題 と な っ て い た。 そ の た め、1973 年 に 「農 村 開 発 公 共 投 資 計 画」 が 開 始 さ れ、
貧 困 地 域 農 民 の 雇 用 機 会 拡 大 が 図 ら れ た。 ま た、 農 民 の 生 産 の 限 界 を 打 破 す る に
は、 国 家 に よ っ て 付 与 さ れ た 資 源 を 十 分 に 活 用 で き る よ う な 集 団 化 が 必 要 で あ る
と し て、 エ ヒ ー ド の 集 団 化 を 目 指 し た。( 畑 　1992：50) 貧 困 農 民 の 雇 用 機 会 は
十 分 に は 至 ら ず、 ま た 集 団 化 も 貧 困 層 に と っ て は あ ま り 機 能 し な か っ た。
　
　 メ キ シ コ 革 命 を 契 機 と す る 歴 代 政 権 の 諸 政 策 に 関 し て、 結 論 は 以 下 の 通 り で あ
る。 第 １ に、 農 地 改 革 を 行 っ た か ら と 言 っ て、 農 民 が 土 地 を 得 て 自 作 農 に な る こ
と の み で は 農 業 生 産 性 を 拡 大 さ せ る こ と は 不 可 能 だ と い う こ と だ。 こ れ は、 分 配
さ れ た 土 地 が 劣 悪 な 質 で あ っ た り、 与 え ら れ た 小 土 地 の エ ヒ ー ド を 耕 作 す る に し
て も 資 金・技 術・経 営 の 面 か ら み て 効 率 的 な 生 産 は 不 可 能 だ か ら で あ る。 つ ま り、
農 地 改 革 に は 公 正 な 土 地 分 配 の た め の 枠 組 み 作 り と、 そ の 上 で 自 身 の 農 地 に 対 し
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て 労 働・投 資 モ テ ィ ベ ー シ ョ ン を 向 上 さ せ、か つ 資 本・経 営・技 術 な ど の 農 民 サ ポ ー
ト に よ り 効 率 的 な 農 業 生 産 を 行 う た め の 枠 組 み 作 り の 2 つ の 役 割 が 求 め ら れ る と
言 え る で あ ろ う。 し か し、 第 ２ の 結 論 と し て 言 え る こ と は、 上 述 の 土 地 の 平 等 分
配 の 達 成 と 農 業 生 産 性 の 向 上 の 両 立 は 困 難 だ と い う こ と で あ る。 大 土 地 所 有 者 か
ら 土 地 を 接 収 し 零 細 農 民 に 分 配 し 平 等 を 達 成 し よ う と す れ ば、 そ の 一 方 で 政 府 に
よ る 資 源 ・ 資 本 ・ 経 営 ・ 技 術 な ど の 農 民 支 援 が 行 き 届 か な い。 つ ま り、 大 土 地 所
有 者 の 資 本 や 経 営 資 源 が 十 分 に 活 用 さ れ ず、 生 産 性 の 向 上 に 繋 が ら な い。 ま た、
貧 農 の 土 地 を 集 積 し た ネ オ ラ テ ィ フ ン デ ィ オ が 生 産 性 に 貢 献 す る 一 方 で、 再 び 土
地 を 奪 わ れ 零 細 化 す る 貧 困 農 民 が 増 加 し て し ま う。 問 題 が 発 生 し そ れ を 解 決 し よ
う と す る と、  別 の ど こ か で ま た 新 た な 問 題 が 発 生 す る。 こ れ で は い つ ま で た っ て
も そ の 悪 循 環 を 拭 い さ る こ と は で き な い。 そ こ で 第 ３ の 結 論 と し て、 農 地 改 革 を
補 完 す る 農 業 政 策 の 実 行 の 必 要 性 が 浮 か び 上 が る。 過 去 の 一 連 の 農 地 改 革 に お い
て は、 貧 富 の 格 差 の 原 因 と な っ て い た 大 農 園 の 解 体 と そ の 土 地 の 零 細 農 民 へ の 分
配 が 達 成 さ れ、 農 業 問 題 の 一 部 が 解 決 さ れ た。 農 地 改 革 が 限 界 に 達 し た 今、 こ れ
ら 諸 課 題 の 解 決 を 目 指 し た 総 合 的 な 農 業 政 策 が 必 要 と さ れ る。 つ ま り は、 エ チ ェ
ベ リ ー ア 政 権 に お け る、 集 団 化 の 構 想 の よ う な も の で あ る。
第 3 章　新自由主義に基づくポスト農地改革
　1980 年 代 中 頃 か ら メ キ シ コ は 他 の ラ テ ン ア メ リ カ 諸 国 同 様、 従 来 の 輸 入 代 替
工 業 化 政 策 か ら 新 自 由 主 義 政 策 へ と 開 発 戦 略 を 転 換 し た。 否 応 な し に 急 進 行 し て
い る グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン と そ れ を 経 済 学 的 に 説 明 す る 新 自 由 主 義 は、「 中 心 」
世 界 と は 対 極 の 立 場 に あ る 第 三 世 界 の 農 業 社 会 セ ク タ ー に 一 方 的 な 変 容 を 迫 り、
「農 地 改 革」と い う 思 想 そ の も の を 限 り な く 形 骸 化 さ せ る 役 割 を 果 た し て い る。( 上
谷 　1998：155) そ の た め、80 年 代 以 降 の 政 策 は、 さ ら な る 土 地 の 分 配 は 行 わ ず、
土 地 分 配 さ れ た 後 の 農 業 生 産 性 向 上 の た め の 政 府 支 援 と そ れ に 伴 う 農 村 貧 困 問 題
の 解 決 に 重 点 が 置 か れ て い る。
1. ロ ペ ス ・ ポ ル テ ィ ー ヨ (Lopez Portillo) の 政 権 期
　 人 口 増 加 に 伴 う 食 糧 供 給 が 問 題 と な っ て い た こ の 時 代、1980 年 の 「SAM( メ キ
シ コ 食 糧 計 画 )」 に お い て、 零 細 農 民 が 多 数 を 占 め る 天 水 農 業 地 域 に お け る 生 産
の 増 大 を 目 指 し て 灌 漑 技 術 な ど の 支 援 が 行 わ れ た。( 石 井 　1986：2) ま た、エ ヒ ー
ド が 土 地 と 労 働 力 を 提 供 し、 私 的 農 業 経 営 者 が 資 金 と 経 営 ノ ウ ハ ウ を 提 供 し て 協
同 で 生 産 に あ た る と い う シ ス テ ム が 作 ら れ た。 こ れ は、 エ チ ェ ベ リ ー ア が 構 想 し
た 集 団 化 の 視 点 を さ ら に 拡 大 し た も の、 つ ま り 大 土 地 所 有 者 も 巻 き 込 ん だ シ ス テ
ム で あ っ た。
2. ミ ゲ ル ・ デ ラ マ ド リ (Miguel De la Madrid) の 政 権 期
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　 前 政 権 に 引 き 続 き、 食 糧 供 給 に 重 き が お か れ、1983 年 の 「PRONAL( 国 家 食
糧 計 画 )」 に よ り 生 産 面 ・ 流 通 面 で の サ ポ ー ト 体 制 が 整 っ た。 ま た、1985 年 の
「PRONADRI( 農 村 総 合 開 発 計 画 )」 で ポ ル テ ィ ー ヨ の 生 産 の 協 同 構 想 を さ ら に 拡 大
さ せ、 保 健 ・ 教 育 ・ 住 居 な ど 様 々 な 角 度 か ら 農 村 を 支 援 し よ う と し、 長 期 的 な 開
発 の た め に 貢 献 し た。( 石 井 　1986：3)
3. カ ル ロ ス ・ サ リ ー ナ ス (Carlos Salinas) の 政 権 期
　 メ キ シ コ に お け る 新 自 由 主 義 の 潮 流 を 決 定 的 な も の に し た の が、1994 年 1 月
に 発 足 し た NAFTA( 北 米 自 由 貿 易 協 定 ) で あ る。 安 価 な 外 国 農 産 物 の 流 入 や、 輸
入 自 由 化 に よ る ト ウ モ ロ コ シ 価 格 の 低 下 で、 メ キ シ コ の 農 民 は 深 刻 な 打 撃 を 受 け
た。( 湯 川 　2001：3) ま た、 近 代 的 農 業 経 営 を 行 う た め、 法 人 に 対 し て 大 土 地 所
有 を 認 め る 法 律 も 制 定 さ れ た。 こ の こ と で、 再 び 大 土 地 所 有 者 と 零 細 土 地 農 民 の
二 重 構 造 の 問 題 が 生 じ る こ と と な っ た。
　 以 上 の よ う な NAFTA 実 行 に お い て は、 農 民 保 護 を 伴 わ な け れ ば な ら な い。 こ
の 時 期 ど の よ う な 農 民 保 護 政 策 が 採 ら れ て き た の か、 以 下 に こ の 時 期 の ３ つ の 政
策 を 述 べ る。1994 年 の PROCAMPO で は、 作 物 の 品 種 に 関 係 な く 耕 作 面 積 に 応 じ
た 補 助 金 を 現 金 支 給 す る こ と で、 零 細 農 民 の 生 活 向 上 を 目 指 し た。( 田 中 2005：
71) ま た、1996 年 の 農 村 同 盟 は、4 つ の 目 的、す な わ ち １) 農 業 生 産 性 の 向 上、２)
生 産 者 所 得 水 準 の 向 上、 ３) 貧 困 撲 滅、 ４) 農 産 物 貿 易 収 支 の 均 衡 を 達 成 し よ う
と し た。( 湯 川 　2001：4)2003 年、農 村 の た め の 国 民 合 意 が ま と め ら れ た。こ れ は、
１) 政 府 は NAFTA 締 約 国 と の 間 で 即 時 に ト ウ モ ロ コ シ ・ フ リ ホ ル の 自 由 化 の 貿 易
措 置 に つ い て 見 直 す、 ２) 農 産 物 の 輸 入 に お い て、 国 内 生 産 者 ・ 国 益 ・ 食 糧 安 全
保 障 が 脅 か さ れ る こ と か ら 保 護 す る た め の 恒 久 的 な メ カ ニ ズ ム の 設 置 を 締 約 国 間
で 合 意 す る こ と、３) 農 業 部 門 へ の 融 資 を 拡 大 す る こ と、を 目 指 し た も の で あ っ た。
( 田 中 　2005：69)
　 こ の よ う に 各 種 農 民 保 護 政 策 が 実 施 さ れ て は い る が、 実 際 は あ ま り 機 能 し て い
な い。 政 府 に よ る 融 資 率 の 低 下 な ど、 実 行 力 の 乏 し さ が う か が え る。
　
第 4 章　メキシコ農政の今後
　 今 ま で 述 べ て き た よ う に、 現 在 の メ キ シ コ の 貧 困 農 民 は 効 果 的 な 政 府 の サ ポ ー
ト ( 財 政 的、 経 営 的 な 諸 支 援 ) を 必 要 と し て い る。 金 融 面 の 支 援、 灌 漑 設 備 の 充
実、 農 業 イ ン フ ラ の 整 備 な ど が、 今 の 農 民 の 生 活 を 支 え る 鍵 と な る。 し か し、 そ
れ だ け で は 不 十 分 で あ る。 い つ ま で も 政 府 を 頼 り な が ら 農 業 を 続 け て い く 方 針 だ
と、 長 期 的 な 視 点 か ら 見 て 危 う い。 な ぜ な ら、 前 述 の 通 り 政 府 の 政 策 方 針 は そ の
時 期 の 政 治 的 ・ 経 済 的 ・ 社 会 的 変 化 に よ っ て 大 き く 左 右 さ れ、 不 安 定 な も の で あ
る か ら だ。 こ の よ う な 状 況 の 今、 よ り 長 期 的 な 視 点 か ら 見 た、 メ キ シ コ 農 業 が 継
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続 的 に 発 展 で き る た め の 素 地 を 築 く 必 要 が あ る の で は な い だ ろ う か。 そ れ は つ ま
り、 農 民 ら が 政 府 支 援 に 頼 ら ず に、 独 立 し て 農 業 経 営 が で き る よ う な 土 台 の 形 成
で あ る。 そ こ で、「農 民 組 織 化」 構 想 を 提 示 す る。 こ れ は、 ポ ル テ ィ ー ヨ の 「生
産 の 協 同」 構 想 と エ チ ェ ベ リ ー ア の 「集 団 化」 構 想 を 合 わ せ た も の で あ る。「生
産 の 協 同」 と は、 零 細 な エ ヒ ー ド 農 民 が そ の 土 地 と 労 働 力 を 提 供 し、 大 土 地 所 有
者 で あ る ネ オ ラ テ ィ フ ン デ ィ オ が 資 金 と 経 営 ノ ウ ハ ウ を 提 供 し、 協 同 で 生 産 を 行
う と い う も の で あ る。 ま た、「集 団 化」 と は、エ ヒ ー ド 農 民 や ネ オ ラ テ ィ フ ン デ ィ
オ な ど の 土 地 を 持 つ 者 が グ ル ー プ を 形 成 し、 政 府 か ら の 資 金 ・ 技 術 な ど の 支 援 を
グ ル ー プ で 享 受 す る こ と で、 規 模 の 経 済 性 に よ る 効 率 的 な 資 源 分 配 を 達 成 し よ う
と す る も の で あ る。 こ の 「生 産 の 協 同」 構 想 で は、 各 エ ヒ ー ド 農 民 は、 自 分 の 土
地 の 経 営 権 を 手 放 す こ と な し に、 資 金 や 経 営 ノ ウ ハ ウ を 取 得 し 効 率 的 な 農 業 生 産
が 行 え る の で あ る。 エ ヒ ー ド 農 民 ・ ネ オ ラ テ ィ フ ン デ ィ オ 双 方 が、 集 団 の 利 益 の
た め に 持 つ も の を 提 供 し 合 い、 そ の 運 営 に つ い て 協 同 で 考 え な が ら 行 っ て い く。
そ こ に さ ら に 「集 団 化」 が 加 わ る こ と に よ り、 そ の グ ル ー プ の な か で 適 正 か つ 効
率 的 な 資 源 配 分 が 行 わ れ る。 こ の ２ つ が 組 み 合 わ さ っ た 農 民 組 織 を 形 成 す る べ き
理 由 は 以 下 の ２ つ で あ る。 す な わ ち、 １） 自 分 た ち の 力 で 農 業 生 産 を 行 え る と い
う 意 識 を 芽 生 え さ せ る こ と が で き、 ２) 将 来 的 に 政 府 支 援 に 頼 ら な く て も 持 続 的
に 生 産 可 能 な 農 業 シ ス テ ム を 作 る こ と が で き る た め で あ る。 こ う す る こ と で、 未
来 の 農 業 開 発 の た め に 有 効 的 な 素 地 を 築 け る の で は な い だ ろ う か。
　
主 要 参 考 文 献 目 録
石 井 章，2003a，「 メ キ シ コ 　 農 地 改 革 と 農 業 政 策 の 歴 史 的 展 開 」 中 部 大 学 国 際
　 関 係 学 部 『中 部 大 学 国 際 関 係 学 部 紀 要』，30：33-53
石 井 章，2003b，「メ キ シ コ の エ ヒ ー ド の 制 度 と 実 態」 中 部 大 学 国 際 関 係 学 部 『中
　 部 大 学 国 際 関 係 学 部 紀 要』，31：1-16
石 井 章，2004，「メ キ シ コ 　 農 業 の 二 重 構 造 と 地 域 差」 中 部 大 学 国 際 関 係 学 部 『中
　 部 大 学 国 際 関 係 学 部 紀 要』，33：51-74
上 谷 博 ・ 石 黒 馨，1998，『ラ テ ン ア メ リ カ が 語 る 近 代 ～ 地 域 知 の 創 造 ～』 世 界 思
　 想 社
旺 文 社 『世 界 史 辞 典』
大 島 照 明，1990，「メ キ シ コ 農 業 の 現 状 と 課 題」( 社 ) ラ テ ン ・ ア メ リ カ 協 会 『ラ
　 テ ン ア メ リ カ 時 報』，33(10)：15-25
北 野 収，2003，「メ キ シ コ の 農 家 直 接 所 得 支 払 制 度」日 本 国 際 地 域 開 発 学 会 編 集『開
　 発 学 研 究』，13(3)：42-47
国 本 伊 代 ・ 畑 恵 子 ・ 細 野 昭 雄，1984，『概 説 メ キ シ コ 史』 有 斐 閣




田 中 高，2005，「NAFTA10 年 に よ る、 メ キ シ コ 農 業 の 構 造 変 化 に つ い て」 国 際 農
　 業 交 流 ・ 食 糧 支 援 基 金 『海 外 情 報 分 析 米 州 地 域 食 糧 農 業 情 報 調 査 分 析 検 討 事 業
　 実 施 報 告 書』
畑 恵 子，1992，「エ チ ェ ベ リ ア 政 権 下 の 農 地 改 革」ア ジ ア 経 済 研 究 所『ア ジ ア 経 済』，
　33(11)：42-59
湯 川 攝 子，2001，「メ キ シ コ に お け る 新 自 由 主 義 的 政 策 改 革 と 農 村 貧 困 層」ラ テ ン・
　 ア メ リ カ 政 経 学 会 第 38 回 全 国 大 会 報 告 『新 自 由 主 義 的 政 策 改 革 と 農 村 貧 困 層
　 ～ メ キ シ コ を 中 心 と し て ～』
Bonilla,，Javier and Gerard Viatte，1994，「急 速 に 進 む メ キ シ コ 農 業 の 大 改 革」BIAC
　 日 本 委 員 会， 日 本 経 済 調 査 委 員 会 『The OECD observer』，191：23-31
Todaro，Michael P. and Stephen C. Smith，1996， Economic Development Sixth edition ， 
　New Jersey：Prentice Hall Publishing( ＝ 1997，OCDI 開 発 経 済 研 究 会 訳 『 ト ダ ロ
　 と ス ミ ス の 開 発 経 済 学』 国 際 協 力 出 版 会 )
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　( 指 導 教 員 ： 古 沢 希 代 子 )
